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昼間の暑さが激しいほど、闇に灯る明か

りが涼しさを感じさせる。こんな様子を

「灯涼（ひすず）し」といいます。うだ

るような暑さの一日が終わる頃、夕暮れ

とともに空気が少しずつ冷めてぽつりぽ

つりと明かりが灯る。このしみじみとし

た感じを「灯涼し」と表現すると、熱帯

夜も心なしか涼しげに感じられますね。 
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李です。キムチの定番は白菜、大根、きゅうりですね。先日、鶴橋商店街の同業他店

の若き後継者お二人がコロナに負けてられないと、販路拡大、売上アップのために多

品種の新作キムチとパッケージを考案され、お披露目会をしました。創業者から数え

３代目、４代目にあたるお二人。親世代の味や売り方ではジリ貧だということを特に

今回痛感されたそうです。関与先さんの繁栄を願い、私も微力ながら何かとお手伝い

させて頂いております。新商品のコンセプト、ライバルは意外にもスイーツギフト！！ 
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【美しく、長続きして、世のためになる仕事】 

 

僧侶であり歌人でもあった良寛は「老い」と白髪を結びつけた歌

を多く残しました。「白雪は降ればかつ消ぬしかはあれど頭に降れ

ば消えずぞありける」は、自らの老いを自覚した良寛が「白雪は

降るそばから消えてしまうが、髪の毛に降った白いものは消えて

くれないことよ」と詠嘆した一句です。良寛でなくとも「髪の毛

に降った白いもの」は嫌でも老いを感じさせます。年齢を考えれ

ば自然なことでも、鏡を見るたびに「また増えたかも・・・」と

気になります。仕方ないと思いつつも気になってしまうのは白髪

ばかりではありません。例えば人のクセ。特に同じ屋根の下で暮

らす夫婦の場合、仲が良いときは黙って見逃せる相手のクセが、

ひとたび雲行きが怪しくなると途端に気に障るようになり、つい

相手を責めるような物言いをしてしまうことはありませんか？ 

髪の毛に降った白いものが消えないように、人の性格もそうそう

変わりません。アンチエイジングもこだわりすぎれば息苦しくな

り、人のことも「こうあるべき」と言い出したら人間関係がぎく

しゃくします。冒頭の歌は、良寛が自分の老いを自覚して詠んだ

と書きましたが、良寛は白髪自体を嘆いたのではありません。 

自分の白髪頭に苦笑して、老いを笑い飛ばしているのだと思いま

す。このご時世、気になることは山ほどあるでしょう。けれど「白

髪を気にして抜くと白髪が増える」と言われるように、心配事を

数え始めたら、心配が心配を呼んで不安ばかりが大きくなってし

まいそうです。自分のことも人のこと 

も、商売の先行きも、肝心なのは気に 

しすぎないことではないでしょうか。 

答えのないことを考え続けても、いた 

ずらに時間が過ぎていくだけです。 

自然の摂理を詠んだ良寛の句に「花無 

心にして蝶を招き、蝶無心にして花を 

尋ぬ」があります。花は無心で咲き、蝶も無心で花を尋ねる。 

仕事も同じく、無心でする仕事こそが美しく、長続きして、世の

ためになるという意味です。心は熱く、頭は冷静に、今できるこ

とに集中して、今日も心穏やかにいきたいですね。 

 
今月の教えてキーワード：【ロイヤリティ】 
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危機の中で人は成長し 

危機の中で人は本ものになる 
 

仏教詩人である坂村真民の言葉。

この後に続く言葉は「だからこそ

危機を避けるな。むしろ危機に立

ち向かう心を養え」。困難を乗り

越えるのではなくバネにしよう。 

 

コロナも第一波が少し落ち着い

て来ました。 

10 万円の定額給付金や持続化給

付金等の処理は、国税庁にさせる

べきだったと私は思います。税務

署はコロナで税務調査を２月か

らしていません。国税職員 5 万人

のうち、暇な？2割の人員を振り

向ければ、１人が 1 日 20 件処理

して 20 万件、1 月で 400 万件処

理可能で人件費は変わりません。

こんな発想を政治家や官僚に求

めるのは無理なのでしょうね。 

朴 廷煕 


